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    令和５年 鳥取市教育委員会 １２月定例会 会議録 

１ 日  時  令和５年１２月２６日（火） １３時３０分 から 

２ 場  所  鳥取市役所本庁舎 ６階 第４委員会室 

３ 出 席 者 

教育長  : 尾室 高志 

委 員 ： 藤井 喜臣 

委 員 ： 前田 哲雄 

委 員 ： 谷口 なおこ 

委 員 ： 中井 英子 

        〔事 務 局〕 

         副教育長：岸本 吉弘 

         次長兼教育総務課長：山下 宣之 

次長兼学校教育課長：安本 雅紀 

         生涯学習・スポーツ課長：須﨑 ひとみ 

文化財課長：佐々木 敏彦  学校保健給食課長：山根 ちはる 

中央図書館長：長本 次郎  総合教育センター所長：中村 礼子  

学校教育課参事兼指導係長：米澤 武昌 

学校教育課参事：平戸 由美 

教育総務課長補佐：小清水 晃子  

        〔傍 聴 者〕    なし 

４ 会議次第 

○行事報告及び行事予定について                    〔教育総務課〕 

【説明・協議事項】 

（１）学校計画訪問の総括について                 〔学校教育課〕

※説明・協議事項（１）は、鳥取市教育委員会会議規則第１４条第１項に基づき、公開しな

いこととする。 
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【報告事項】   

（１）１２月市議会定例会一般質問教育長・副教育長答弁要旨について    〔各課〕 

（２）若者応援プロジェクトの実施について         〔生涯学習・スポーツ課〕 

（３）「鳥取市新春健康マラソン」大会の終了について     〔生涯学習・スポーツ課〕 

（４）ホール等文化施設のあり方に関する基本方針（案）について  

                                            〔生涯学習・スポーツ課〕 

【その他】  

（１） 次期定例教育委員会の開催について  

［1 月］令和６年１月２９日（月）13：30～ 鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室 

［2月］令和６年２月２８日（水）13：30～ 鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室 

５ 会議概要 

１３時３０分 開会 

 尾室教育長 あいさつ 

○行事報告及び行事予定について  

教育総務課長補佐 (資料に基づき説明する。) 

【報告事項】 

（１）１２月市議会定例会一般質問教育長・副教育長答弁要旨について 

 各課長（資料に基づき説明する。） 

【質問】 

（藤井委員） 

 答弁の内容はよいと思うのですが、仕組を教えてください。答弁の資料の３ページの

遠距離等通学費補助の対象についてです。第３子の数え方ですが、小学校に３人ともい

た場合に補助対象になるということですか。 

（学校保健給食課長） 

  高校３年生から数えて３人という数え方です。 

（藤井委員） 

  小学校に３人いないといけないということではないのですね。わかりました。 

それから２つ目は義務教育学校の部活動のことです。義務教育学校では８年生と９年

生、６年生と７年生が括られたりしていますけど、６年生の子どもがいわゆる中学校の

部活動に参加するということはあるのでしょうか。 
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（学校教育課長） 

  部活動は学校教育活動でして、中学生以上の活動ですので、６年生が参加するという

ことはありません。学習指導要領に則った指導です。 

（藤井委員） 

  学習指導要領で決まっているのですね。 

それから、義務教育学校のいわゆる小学校の先生が、中学校の部活動の顧問になるこ

とはできないのですか。 

（学校教育課長） 

  いえ、実際のところ顧問になっています。 

（藤井委員） 

  そこは柔軟にできるというわけですね。 

（前田委員） 

  小学生が中学校の部活動を体験するということだったらいいですよね。 

（学校教育課長） 

  はい。小学校は小学校で社会スポーツクラブ等がありますので、中学校の部活動へ

の橋渡しの部分で体験をするということはあるかもしれません。ただ、大会等には出

られません。 

（藤井委員） 

  大会には出られなくても、学校の中で一緒に活動するということは可能なのですか。 

（学校教育課長） 

  はい、体験や見学をすることは可能です。 

（藤井委員） 

  義務教育学校はせっかく小中学校が一緒になっているので、一緒にできる場面があっ

たらそういう機会を増やしてもいいのかなと思います。 

（前田委員） 

  部活動の数や生徒数が少なくて頭を悩ませたことがありました。小学生の段階で、大

会には出られなくても練習には参加できるというようなことがあれば、例えば生徒数が

少ない地域でも野球部の練習が可能になると思います。また、スポーツ少年団の指導者

の方が中学校の部活動にも携わってくださるとよいこともあるのではないかと思います

が、どうでしょうか。 

（学校教育課長） 

  小中学生に連続した指導をしていただけるという良さはあるかもしれませんが、指導

者本人がどちらかに重点を置いて指導したいという方が多いようです。指導者人材バン

クを整備しているところではありますが、実際にはそのような声をよく聞きます。 

（前田委員） 

  指導される側ではなく、指導する側がどちらかだけを指導したいという意向なのです
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ね。 

それから教科担任制の話ですが、報道を見ていると国の方もそういった動きがあるよ

うですね。鳥取で現実的な話が出てくるのはもう少し先かもしれませんが、現状はどう

でしょうか。 

（岸本副教育長） 

  可能な学校は進めてもらうように言っております。当初は小学校の教員の方が、やは

り主要教科の国語と数学に関しては担任を持ちたいというご意見がありましたが、だん

だんと教科での担任制を導入していくという方向に向かうのではないかと思っておりま

す。 

（前田委員） 

  現場の先生はそういう方向になることは望んでおられるのですよね。 

（岸本副教育長） 

  はい。 

（２） 若者応援プロジェクトの実施について 

生涯学習・スポーツ課長（資料に基づき説明する。） 

（３）「鳥取市新春健康マラソン」大会の終了について 

  生涯学習・スポーツ課長（資料に基づき説明する。）   

（４）ホール等文化施設のあり方に関する基本方針（案）について 

生涯学習・スポーツ課長（資料に基づき説明する。） 

【質問】 

（藤井委員） 

  説明にもあったように、「市民会館、文化センター・文化ホール」と「福祉文化会館」

とでは、今後の方向性が少し違うということで、それでよいと思っています。今使って

いる建物は、新しい建物ができてから壊すというイメージですよね。 

（生涯学習・スポーツ課長） 

  はい、そうでございます。市民会館、文化センター・文化ホールはなるべく新しい施

設ができるまでは残す予定です。 

（藤井委員） 

  個人的な意見ですが、総合教育会議でも言ったように、市民会館を壊すなら、旧市役

所跡地と合わせて、あの場所が使えないかなと思います。 

それから最近、県民文化会館の大ホール等を修繕していて、しばらく使用できない状

況になっていましたが、また次の県民文化会館の修繕の時に、鳥取市の施設も建設中で、

どちらも使用できないということがないようにご検討いただけたらと思います。 
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（生涯学習・スポーツ課長） 

  新しい施設のスケジュールはまだ決まってはおりませんが、県と市の施設が一度に使

えなくなりますと、利用者の方に大変な影響がありますので、その辺りは県とも連携を

取りながらやっていきます。 

（藤井委員） 

  はい、よろしくお願いします。 

（中井委員） 

  まちの賑わいや、まちづくりの一環として、対象施設の跡地の活用のことまで考えて

いただいて、色々な部署と連携をしていただけたらと思います。 

（生涯学習・スポーツ課長） 

  はい、資産活用推進課の方が所管します市有財産検討委員会というものがございます

ので、そういったところとも連携しながら進めていきたいと思います。 

【その他】 

（１）次期定例教育委員会の開催について  

［1 月］令和６年１月２９日（月）13：30～ 鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室 

［2月］令和６年２月２８日（水）13：30～ 鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室 

教育長  以上で１２月定例教育委員会を終了します。 

閉会   １４時１５分 


